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中数Ｂ−6

次の（１），（２）の各問いに答えなさい。

（１）	 前ページの二人のヒストグラムから，原田選手と船木選手の飛ん
だ回数が同じであることが分かります。その回数を求めなさい。

（２）	 美咲さんは，もしこの二人がもう１回ずつ飛んだとしたら，どち
らの選手がより遠くへ飛びそうかを，二人のヒストグラムをもとに
考えてみたいと思いました。

		  二人のヒストグラムを比較して，そこから分かる特徴をもとに，
次の１回でより遠くへ飛びそうな選手を一人選ぶとすると，あなた
ならどちらの選手を選びますか。下のア，イの中からどちらか一方
の選手を選びなさい。また，その選手を選んだ理由を，二人のヒス
トグラムの特徴を比較して説明しなさい。どちらの選手を選んで説
明してもかまいません。

ア　原田選手

イ　船木選手



中数Ｂ−7

直線ℓ上の点Ｐを通るℓの垂線は，下の手順 １ ， ２ ， ３ で，図１
のように作図することができます。

手順　　点Ｐを中心として適当な半径の
円をかき，直線ℓとの交点を点Ａ， 
点Ｂとする。

手順　　点Ａ，点Ｂを中心として，等し
い半径の円を交わるようにかき，
その交点の１つを点Ｑとする。

手順　　点Ｐと点Ｑを通る直線をひく。

１

２

３
ℓ ＰＡ Ｂ

Ｑ
図１

１

２

３

２

次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。

（１）	図１の点Ｑ，Ａ，Ｐ，Ｂを順に結ぶと， ＱＡＢができます。こ
の ＱＡＢを紙にかいて直線ＰＱを折り目として折ったとき，点Ａ
が重なるのはどの点ですか。その点の記号を書きなさい。

（２）	図１の直線ＰＱが直線ℓの垂線であることを示すために，ＰＱ⊥ℓ 
を証明します。手順 １ からＡＰ＝ＢＰ，手順 ２ からＱＡ＝ＱＢとな
ることが分かります。これらをもとに， ＱＡＰ≡ ＱＢＰを示し，
下の証明を完成しなさい。

証明

ＱＡＰと ＱＢＰにおいて，

合同な三角形の対応する角は等しいから，
∠ＡＰＱ＝∠ＢＰＱ
∠ＡＰＱ+∠ＢＰＱ＝∠ＡＰＢ＝１８０°なので，
∠ＡＰＱ＝∠ＢＰＱ＝９０°
したがって，ＰＱ⊥ℓ

ℓ ＰＡ Ｂ

Ｑ

4



中数Ｂ−8

（３）	 点Ｐが直線ℓ上にない場合も， ℓの垂線を前ページの手順 １ ，
２ ， ３ で，図２のように作図することができます。

図２　点 P が直線ℓ上にない

ℓ

Ｑ

Ａ Ｂ

Ｐ

３

２２

１

		  図１（前ページ）と図２のように，点Ｐが直線ℓ上にある場合も 
ℓ上にない場合も，同じ手順 １ ， ２ ， ３ で垂線が作図できます。
このように作図できるのは，この手順による点Ｑ，Ａ，Ｐ，Ｂを順
に結んでできる図形が，どちらの場合も，ある性質をもつ図形だか
らです。その図形が下のアからエまでの中にあります。正しいもの
を１つ選びなさい。

ア　直線ＰＱを対称の軸とする線対称な図形

イ　直線ℓを対称の軸とする線対称な図形

ウ　点Ｑを対称の中心とする点対称な図形

エ　直線ℓと直線ＰＱの交点を対称の中心とする点対称な図形



中数Ｂ−9

江戸時代の数学書「塵
じん

劫
こう

記
き

」には，日常生活で役立つ様々な計算が
紹介されています。下の図は，木の高さの求め方を紹介した部分です。

翔
しょう

太
た

さんは，この内容に興味をもち，木の高さの求め方を，次の
ようにまとめました。

木の高さの求め方

手順
　	 木の一番高い位置をＡ，根元をＢとする。

地面と平行な直線に対してＡが４５°の
方向に見える位置に移動する。

２ 	 そのときの目の位置をＣ，足元をＤ
とし，ＣＤ，ＤＢの長さを測る。

３ 	 ＣＤの長さとＤＢの
長さをたすと，高さ
ＡＢが求まる。

ポイント
◎点Ｃを通りＤＢと平行な直線とＡＢの交点をＥとする。
ＡＢの長さは直接測れないので，ＡＢをＡＥとＥＢに分け，
それぞれの長さを他の長さに置き換えて測っている。

◎木と人は地面に対して垂直に立っていると考えると，
ＡＢ⊥ＤＢ，ＣＤ⊥ＤＢ，∠ＡＥＣ＝９０°となる。

１
Ａ

ＢＤ

ＥＣ
４５°

5

寛永４年（１６２７年）刊行の塵劫記より



中数Ｂ−10

次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。

（１）	 目の高さＣＤが１．２ｍ，ＤＢの長さが８．３ｍであるとき，前ページ 
の木の高さの求め方にしたがって，木の高さＡＢを求めなさい。

（２）	木の高さの求め方の手順 ２ でＣＤ，ＤＢの長さを測っているのは，
ＥＢをＣＤに，ＣＥをＤＢに，それぞれの長さを置き換えているか
らです。そのようにしてよいのは，四角形ＣＤＢＥが長方形だから
です。ここで用いられている長方形の性質について，下のアからエ
までの中から正しいものを１つ選びなさい。

ア　長方形の４つの角はすべて等しい。

イ　長方形の２組の向かい合う辺はそれぞれ平行である。

ウ　長方形の２組の向かい合う辺の長さはそれぞれ等しい。

エ　長方形の対角線の長さは等しい。

（３）	木の高さの求め方では，ＣＥの長さを直接測る代わりに，次のよ
うな方法を用いて，ＣＥの長さを求められるようにしています。

長方形の性質を用いて，ＣＥの長さをＤＢの長さに置き換える。

		  ＡＥについてもその長さを直接測る代わりに，手順 １ で ＡＣＥ

の∠ＡＣＥを４５°にすることによって，ＡＥの長さを求められるよ
うにしています。その方法を，上の のように説明しなさい。



中数Ｂ−11

涼
りょう

太
た

さんと七
なな

海
み

さんは，多角形の外角の和が３６０°であることをも
とに，正多角形の１つの外角の大きさについて調べています。

涼太さんは，まず正五角形の１つの外角の大きさを次のように求め
ました。

正多角形の外角の大きさはどれも
等しいから，正五角形の１つの外角
の大きさは，外角の和３６０°を頂点
の数５でわって求められます。

３６０°'５＝７２°
だから，正五角形の１つの外角の

大きさは７２°です。

７２°
７２°

７２°

７２°

７２°

七海さんは，正五角形以外の正多角形でも，同じように１つの外角
の大きさを求められることに気づきました。

　たとえば正三角形のときは，頂点の数が３だ
から，外角の和３６０°を３でわって，１つの外
角の大きさを１２０°と求められるね。

次の（１）から（３）までの各問いに答えなさい。

（１）	 正十二角形の１つの外角の大きさを求めなさい。

6



中数Ｂ−12

（２）	 正多角形の１つの外角の大きさについて，「正多角形の頂点の数
を決めると，それにともなって正多角形の１つの外角の大きさがた
だ１つ決まる」という関係があることが分かります。

		  下線部を，次のように表すとき， と に
当てはまる言葉を書きなさい。

は の関数である。

（３）	 涼太さんと七海さんは，正多角形の頂点の数と１つの外角の大き
さの間にある関係がどのような関数であるかを調べるために，分
かったことを次のようにまとめました。

まとめ

◎頂点の数がいくつでも，外角の和は３６０°で一定である。
◎１つの外角の大きさはすべて等しい。

だから，正多角形の１つの外角の大きさは，正多角形の外角
の和を頂点の数でわることによって求められる。

		  正多角形の頂点の数が x のときの１つの外角の大きさを y°とし
ます。このとき，上のまとめから，x と y の間にある関係はどのよ
うな関数であるといえますか。下のアからウまでの中から正しいも
のを１つ選びなさい。また，それが正しいことの理由を説明しなさ
い。

ア　比例

イ　反比例

ウ　比例ではない一次関数



これで，数学Ｂの問題は終わりです。
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